
 
 

芒
種
（
ぼ
う
し

ゅ
）
と
は
二
十
四

節
気
の
ひ
と
つ

で
、
夏
至
（
６
月

２
１
日
頃
）
ま
で

   （１） 

 

 

●  発        行  ● 
郵 政 産 業 労働者ユニオン  

東 京 地 方 本 部 

発行責任者     田中 孝史 

〒104－0031  中央区京橋 3-6-3 

           京橋通郵便局 5F 

  TEL・FAX 03-3535-5447 

 piwutokyo@gmail.com 

 

   2022 年 6 月 1 日（水） 第 118 号 

の
期
間
を
言
う
。
稲
や
麦
な
ど
、

芒
の
あ
る
穀
物
の
種
を
ま
く
時

期
を
意
味
し
て
い
る
。
農
家
で

は
農
作
業
が
忙
し
く
な
っ
て
く

る
頃
で
、
だ
ん
だ
ん
と
蒸
し
暑

く
な
っ
て
く
る
季
節
と
な
る
。

梅
の
実
も
黄
色
く
色
づ
い
て
、

梅
雨
入
り
す
る
地
域
も
出
て
く

る
▼
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
下
に
な
っ
て
２
年
半
。
す
っ

か
り
マ
ス
ク
着
用
が
定
着
し
て

い
る
。
暑
さ
が
増
し
て
く
る
と
、

熱
中
症
の
危
険
も
考
え
な
く
て

は
い
け
な
い
▼
今
、
脱
マ
ス
ク

の
議
論
が
高
ま
っ
て
い
る
。
政

府
は
、
屋
外
で
２
メ
ー
ト
ル
以

上
の
間
隔
を
あ
け
れ
ば
マ
ス
ク

を
外
す
よ
う
着
用
緩
和
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
専
門
家
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
発
信
が
あ
る
中

で
、
保
育
施
設
な
ど
着
用
を
義

務
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ

ば
、
運
動
中
は
外
す
な
ど
対
応

が
わ
か
れ
て
い
る
▼
感
染
対
策

か⁉

息
苦
し
さ
か⁉

悩
ま
し
い

と
こ
ろ
だ
。
人
の
視
線
も
気
に

な
る
が
、
１
日
で
も
早
く
マ
ス

ク
を
し
な
く
て
も
生
活
で
き
る

日
常
を
と
り
戻
し
た
い
。
（
ま
） 

会
社
側
は
、
正
規
・
非
正
規

の
法
理
の
格
差
に
つ
い
て
は
、

最
高
裁
の
判
決
を
受
け
て
し
か

る
べ
き
対
応
を
取
っ
て
い
く
、

正
規
・
非
正
規
、
そ
れ
ぞ
れ
の

働
き
方
が
あ
り
コ
ス
ト
面
も
総

合
的
に
勘
案
し
、
会
社
案
を
示

し
て
い
る
と
主
張
。 

日
本
郵
便
の
衣
川
社
長
が

「
最
高
裁
判
決
を
受
け
て
必
要

な
制
度
改
正
に
つ
い
て
適
正
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
最
高
裁

は
、
年
末
年
始
勤
務
手
当
、
住

居
手
当
、
扶
養
手
当
、
有
給
の

病
気
休
暇
、
夏
期
・
冬
期
休
暇
、

年
始
期
間
の
祝
日
割
増
賃
金
が

不
合
理
で
あ
り
違
憲
で
あ
る
と

判
断
。
組
合
は
こ
の
こ
と
を
表

明
し
て
交
渉
へ
と
進
む
。 

組
合
は
、
労
働
契
約
法
１
８

条
は
連
続
勤
務
５
年
超
を
基
本

と
し
て
い
る
が
、
３
年
の
雇
用

上
限
の
新
設
に
つ
い
て
は
一
定

の
評
価
を
す
る
が
、
一
定
の
条

件
で
の
雇
止
め
「
不
更
新
条
項
」

が
あ
る
限
り
導
入
は
反
対
で
あ

る
と
主
張
。 

こ
れ
に
対
し
、
会
社
は
管
理

者
の
評
価
が
十
分
で
な
い
面
も

あ
り
、
管
理
者
教
育
を
今
後
も

行
っ
て
い
く
、
雇
止
め
の
判
断

基
準
は
３
年
目
の
時
点
で
判

断
、
基
本
的
に
ス
キ
ル
は
向
上

す
る
前
提
で
考
え
て
い
る
、
突

然
、
Ｃ
と
な
っ
て
退
職
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
は
考
え

て
い
な
い
、
１
回
の
ミ
ス
で
全

体
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
た
ら

め
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
管
理
者

が
い
る
と
す
れ
ば
問
題
と
回

答
。
ま
た
、
無
期
転
換
で
不
利

益
は
生
じ
な
い
、
無
期
転
換
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
会
社
の
制

度
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
と
。
解
雇
さ
れ
て
も

苦
情
処
理
は
継
続
す
る
の
か
の

つ
い
て
は
持
ち
帰
り
と
な
り
ま

し
た
。 

      

有
給
の
病
気
休
暇
見
直
し 

 

 

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
へ
の
３

０
日
付
与
は
、
正
社
員
と
の
均

等
待
遇
に
は
な
ら
な
い
が
、
社

会
的
に
見
れ
ば
評
価
で
き
る
内

容
と
、
組
合
。
会
社
は
、
医
師

の
証
明
書
及
び
診
断
書
が
絶
対

用
件
で
は
な
く
、
取
得
要
件
。

証
明
書
と
は
、
医
師
の
サ
イ
ン

が
あ
り
療
養
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
も
の
と
。
組
合
は

再
度
、
無
転
換
の
期
間
雇
用
社

員
に
も
適
用
す
る
べ
き
と
改
善

を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 １
日
の
有
給
の
生
理
休
暇 

 

今
ま
で
無
給
だ
っ
た
ア
ソ
シ

エ
イ
ト
社
員
に
１
日
有
給
の
生

理
休
暇
の
付
与
は
評
価
で
き
る

が
、
無
転
換
の
期
間
雇
用
社
員

に
与
え
な
い
の
は
問
題
。
有
給

の
休
暇
２
日
を
１
日
に
改
悪
す

る
必
要
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

ま
た
、「
一
生
理
期
間
に
お
け
る

２
日
ま
で
の
賞
与
・
昇
給
の
減

算
除
外
を
廃
止
」
は
、「
法
の
趣

旨
と
し
て
、
取
得
を
妨
げ
る
要

因
と
な
る
よ
う
な
不
利
益
扱
い

は
す
る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う

原
則
に
反
す
る
。
こ
れ
ら
の
組

合
の
主
張
に
、
会
社
は
「
言
葉

が
浮
か
ば
な
い
。
持
ち
帰
り
再

度
回
答
す
る
」
と
し
か
言
え
な

い
状
況
に
。 

今
回
の
会
社
の
提
案
は
全
く

現
状
認
識
を
し
な
い
ま
ま
、
働

く
女
性
の
労
働
条
件
を
引
き
下

げ
、「
女
性
活
躍
推
進
」
に
逆
行

す
る
内
容
で
、
現
行
ど
お
り
一

生
理
期
間
に
つ
き
２
日
の
有
給

休
暇
と
し
、
正
社
員
の
み
な
ら

ず
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
、
期
間

雇
用
社
員
に
も
適
用
す
る
よ
う

に
強
く
求
め
ま
し
た
。 

全
組
合
員
の
力
で
非
正
規
の

待
遇
改
善
を
勝
ち
取
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

 

 

本
部
本
社
間
の
交
渉
が
４
月
１
５
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
部
の
鋭
い
主
張
に
対
し
て
「
言
葉
が
浮

か
ば
な
い
。
持
ち
帰
り
再
度
回
答
す
る
」
と
の
場
面

も
。 正

規
労
働
者
の
待
遇
を
引
き
下
げ
る
こ
と
な
く
、

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
図
る
こ
と
。
そ
れ
に

よ
る
賃
金
全
体
の
上
昇
、
経
済
の
底
上
げ
を
実
現
こ

そ
が
「
働
き
方
改
革
」
の
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
が
組

合
の
一
貫
し
た
立
場
で
あ
る
。 



 
 

  

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
小
川
た

ま
か
さ
ん
が
、
憲
法
１
４
条
は
、

国
民
は
性
別
に
よ
り
差
別
さ
れ

な
い
と
し
て
い
る
、
女
性
の
皆

さ
ん
前
に
出
て
自
分
た
ち
の
声

を
響
か
せ
よ
う
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
観
点
か
ら
訴
え
ま
し
た
。 

 

高
嶋
伸
弥
欣
琉
球
大
学
名
誉

教
授
が
復
帰
前
の
沖
縄
は
ア
メ

リ
カ
の
軍
事
支
配
下
で
人
間
扱

い
さ
れ
ず
、
無
権
利
状
態
か
ら

憲
法
の
適
用
と
復
帰
を
認
め
さ

せ
た
。
沖
縄
に
学
ん
で
私
た
ち

も
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
と
話
さ

れ
ま
し
た
。 

 

竹
信
三
恵
子
和
光
大
学
名
誉

教
授
が
、
憲
法
９
条
は
、
国
の

お
金
を
軍
事
費
で
は
な
く
、
社

会
保
障
費
な
ど
私
た
ち
の
生
活

に
使
わ
れ
る
仕
組
み
に
も
な
っ

て
い
る
。
国
民
の
暮
ら
し
の
視 

点
か
ら
も
９
条
を
変
え
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

 

第
９
３
回
メ
ー
デ
ー
が
５
月

１
日
、
全
国
２
０
０
か
所
以
上

の
会
場
で
開
か
れ
、
東
京
代
々

木
公
園
の
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、

人
数
制
限
の
も
と
、
３
年
ぶ
り

２
，
９
０
０
人
、
郵
政
ユ
ニ
オ

ン
３
０
人
が
現
地
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

主
催
者
挨
拶
を
し
た
小
畑
代

表
委
員
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
に
乗
じ
た
大
軍
拡
や

「
核
共
有
」
論
を
批
判
し
「
憲

法
を
生
か
し
た
平
和
な
日
本
を

つ
く
る
た
め
幅
広
い
労
働
者
・

国
民
の
共
闘
を
呼
び
か
け
ま

す
」
と
力
を
こ
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

即
時
撤
退
、
物
価
高
騰
か
ら
生

活
を
守
れ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
都

内
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。 

 

（２） 

2022 年 ６月 1 日（水） 

年  月 日（ ） 第  号 

    

 

当
面
の
行
動
日
程 

６
月
６
日 

２
０
条
追
加
訴
訟 

 

裁
判
（
地
裁
６
３
１ 

１
４
時
） 

 
 

６
日 

大
軍
拡
を
と
め
ろ
！ 

 
 
 
 

官
邸
前
月
曜
連
続
行
動 

 

 
 

 
 

１
８
時
半
（
１
３
日
も
） 

 
 

９
日 

第
１
１
回
地
本
執
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
会 

 

１
８
日 

非
正
規
で
働
く
仲
間 

 
 
 
 
 
 

の
全
国
交
流
会 

 

（
富
山
オ
ン
ラ
イ
ン 

１
３
時
） 

 

１
９
日 

総
が
か
り
行
動 

 

２
３
日 

第
１
８
回 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
方
委
員
会 

 

２
９
日 

東
京
総
行
動 

 

 
 

日
本
製
鉄
前 

８
時
４
５
分 

７
月
１
・
２
日 

第
１
１
回 

 
 
 
 
 
 

 

定
期
全
国
大
会 

 
 

７
日 

第
１
２
回
地
本
執
行 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
会 

 

２
１
日 

第
１
３
回
地
本
執
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
会 

８
月
４
日 

第
１
４
回
地
本
執
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
会 

２
５
日 

第
１
１
回
東
京
地
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

定
期
大
会 

 

日
本
国
憲
法
は
、
今
年
で
施

行
７
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。「
改

憲
発
議
許
さ
な
い
！
守
ろ
う
平

和
と
い
の
ち
と
く
ら
し
２
０
２

２
憲
法
大
集
会
」
が
、
５
月
３

日
、
３
年
ぶ
り
に
有
明
防
災
公

園
で
１
万
５
千
人
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

藤
本
泰
成
さ
ん
は
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
明
白

な
国
連
憲
章
違
反
で
、
直
ち
に

撤
退
を
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
や

核
共
有
で
は
平
和
は
守
れ
な

い
、
憲
法
９
条
の
精
神
こ
そ
が

必
要
と
主
催
者
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。 

 

大
江
京
子
弁
護
士
は
、
憲
法

９
条
が
戦
後
最
大
の
危
機
に
な

っ
て
い
る
、
自
民
党
の
安
全
保

障
調
査
会
の
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
に
関
す
る
提
言
は
、
戦

争
す
る
国
つ
く
り
に
つ
な
が

る
。
市
民
の
側
か
ら
平
和
の
声

を
発
信
し
よ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

  

     告 示 

 郵政産業労働者ユニオン東京地方本部規約第２６条に

基づき下記の通り、第１８回地方委員会を開催します。 

記 

１、日時  ２０２２年６月２３日（木） 

        ９時３０分開場 

１０時開会～１７時終了予定 

２、議題  ➀郵政産業労働者ユニオン 

         第１１回全国大会議案について 

        ➁当面の行動 

➂その他 

３、場所  東部区民事務所        以上 

               ２０２２年５月２０日 

          郵政産業労働者ユニオン東京地本 

                委員長 田中 孝史 

 

 

集
会
で
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
特
別

決
議
」
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
２
０

名
が
参
加
し
て
、
豊
洲
駅
ま
で

元
気
に
歩
き
通
し
ま
し
た
。 

 

 

 日比谷メーデーは、日比谷野外音楽堂で２０００名が

結集し、開催されました。主催者を代表して、国労東京

の鎌田博一さんが挨拶をおこない「医療、福祉の拡充、

雇用確保と賃上げ、長時間労働の是正、平和と人権が尊

重される社会の実現を」と訴えました。郵政ユニオンか

らは２０名が参加しました。 

 三多摩メーデーも井の頭公園で開催され、６名の組合

員が参加しました。 

 

 

日比谷メーデー 

中央メーデー 

 

三多摩メーデー 


